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【同窓会報告 46 回生】 

46 回生紅葉の京都に集う 

吉見 喜久雄・西 治光（46 回生） 

60 歳という節目を迎えて、平成 23 年 11 月 12 日に京都しみずきよみず『花京か』にて同窓会を開

催しました。 

恩師山田勝彦先生、寺地正樹先生にもご出席していただき、19 名が集まりました。 

三木君が提供してくれた、「京放専」入学式、研修旅行、スキー旅行の写真の拡大版を前にして、

42 年前のなつかしい思い出に話が弾みました。白髪のふえた人、スキンヘッド?の人、永い月日の

経過とともに全員歳をとりました。 

山田先生のご挨拶を皮切りに、寺地先生の乾杯の音頭で宴会がはじまり、全員に近況報告をし

てもらいました。定年退職後、悠々自適の方、まだまだ現役で頑張って働いている方、趣味を楽し

んでいる方いろいろです。 

昨年、11 月に三田君が亡くなられました。これで同窓生 2 名が亡くなられたことになり、宴会のあ

と黙祷させていただきました。 

20 時頃から全員で、清水寺の夜間拝観に行きました。世界遺産に登録されている清水寺、ライト

アップされた舞台からは京都市内が一望でき、紅葉にはまだ少し早い時期でしたが、美しい眺めに

しばし見とれました。 

夜間拝観後はホテルに戻り、二次会部屋で時間の過ぎるのも忘れ、思い出話に花が咲きました。 

次回は、2 年後に三木君のお世話により三重県鳥羽で開催する予定です。海の幸を期待して次

回も多数の御参加をお待ちしています。 

以上 
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